
追加プログラム説明 

【資料について】 

 この資料は、Ver.01.167 以降に追加された設定ファイルで使用が可能な項目について記載したものです。
取扱説明書（プログラム編）とあわせてご活用願います。 
 また、バージョンを上げる事により設定初期値が変わる物もありますので、ご注意願います。 
 以下のパラメータは Webプログラミングからの設定はできません。 

 
《初期値変更》 
 

AUTO_CALL_HOLD 
設定値の形式 ブーリアン型 

説明 
通話中にDN（内線）が設定されたフレキシブルボタンを押したときに、 
通話を切断するか保留にするかを指定します。 

設定値 
• Y: 通話を保留します。 
• N: 通話を切断します。 

初期値 Y    （初期値をN からY へ変更しています） 

 
 
《新規追加項目》 
 

DISCONNECT_CANCEL_BUTTON_ENABLE 
設定値の形式 ブーリアン型 

説明 
通話中 [戻る] ボタンを押したときに、通話を切断するかしないかを 
設定します。 

設定値 
• Y: 通話を切断します。 
• N: 通話を切断しません。 

初期値 N 

 
LINE_PREFERENCE_INCOMING 

設定値の形式 テキスト型 

説明 
着信中にハンドセットを上げる（オフフック）またはスピーカーホンボタンを
押下した場合、着信に応答するか、着信に応答せず新たな DN を捕捉  

（発信優先動作）するかを指定します。 

設定値 
• RING: 着信に応答します。 
• NOLN: 着信に応答せず、DN を捕捉します（発信優先動作）。 

初期値 RING 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
MAINTENANCE_WEB_RESET_ON_STARTUP 

設定値の書式 ブーリアン型 

説明 

Web プログラミングで次のパラメータが設定されていた場合、自動再起動

後それらの設定を初期化します。端末個別で Web 設定されている次の項

目を初期化することで、設定ファイルの同パラメータ値を有効化することが
可能となります。 
FIRM_UPGRADE_ENABLE 
FIRM_UPGRADE_AUTO 
FIRM_FILE_PATH 
PROVISION_ENABLE 
CFG_CYCLIC 
CFG_CYCLIC_INTVL 
CFG_RESYNC_FROM_SIP 
CFG_STANDARD_FILE_PATH 
CFG_PRODUCT_FILE_PATH 
CFG_MASTER_FILE_PATH 

設定値 
• Y: 初期化実行します。 
• N: 初期化実行しません。 

初期値 N 

 

PHONEBOOK_RINGTONE_ENABLE 
設定値の書式 ブーリアン型 

説明 

着信時に、電話帳に登録が有った場合、電話帳で指定された着信音で 
鳴動するか、フレキシブルボタンに設定された着信音で鳴動するかを 
設定します。 
N を設定し、フレキシブルボタン設定で「無鳴動」を指定していれば、常に
着信音が鳴動しません。 

設定値 
• Y: 電話帳で指定した着信音で鳴動します。 
• N: フレキシブルボタンに設定された着信音で鳴動します。 

初期値 Y 

 

REORDER_TONE_ENABLE 
設定値の書式 ブーリアン型 

説明 
相手終話時に、リオーダ音を鳴動させるか、即時待機とするかを 
設定します。 

設定値 
• Y: リオーダ音を鳴動させます。 
• N: リオーダ音鳴動せず、即時待機とします。 

初期値 Y 

 

XMLAPP_FFKEY_ENABLE 
設定値の書式 ブーリアン型 
説明 UT248N のフレキシブルボタン、およびページボタンを、XML で 

使用するか、電話操作ボタンとして使用するかを設定します。 

設定値 • Y: XMLアプリケーションで使用します。 
• N: XML では使用せず、電話操作ボタンとして使用します。 

初期値 Y 

 
 
 


